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1.　 ボタンつけ部分の切断機構を，モデル化した実験

に よっ て観察し，その理論式を報告し た。今回は実際の

ボタ ンつけを想定し，補強布の大きさ，つけ方を変化さ

せそ の効果を調 べ考察 する。

2.　試料 は実験用に試作し たレ ーヨン布，補強布は下

記 の(1)~(3)として ボタンつけを行い，ボタン ホールに代

わるジ ャカード通糸を用い て引張試験を行い，切断強度

を調 べた。

(1)試 料布 と同質， 大きさは1  cm  X1 cm, 3 cm  X 3 cm,

5  cm χ5  cm

(2)みかえし を想 定し た同質布

ａ布端 を固定し ない もの。

b 布端をミシンで固定したもの。

ｃ布端を接着 テープで固定し たもの。

(3)(1)と同じ大きさの接 着布をつけ たもの

3.　固定 しない 補強布はその大きさにかかわらず補 強

効果 は少ない。 それにくらべ布 端を固定したものは効果

は大であった。

更に補強布とし て接着布を用いるならば， 著しく補強

効果が増大することを認めた。


